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1 はじめに
FLASH型 A/D変換器（FLASH ADC）は高速変換

に適しているが、2N（Nは分解能）個のコンパレータ
を必要とすることから、高分解能化においては消費電力
や面積の増大が問題となる。
この問題の解決方法の１つとしてとして、従来注目さ

れてこなかったダイナミックコンパレータの出力遅延を
用いることにより、新たな比較点を生み出し補間を行う
方法を検討したので報告する。

2 原理
ダイナミックコンパレータは、クロックによって、リ

セット、比較動作を繰り返すため、出力信号はクロック
の立ち上がりから遅延する。この遅延時間は、図 1 の
様に、入力電圧差の減少に応じて増加するという特性を
持っている。
この特性を利用し、2つのダイナミックコンパレータ

の出力遅延時間を比較することにより、それぞれの参照
電圧（Vref1, Vref2）の中点に、図 2に示すように新たに比
較点を発生する事ができる。この遅延時間の比較には、
図 3の様に SRラッチを用いればよいため、わずかな回
路の追加のみで比較点を 1つ追加することが可能となる。
この補間方法を FLASH ADCに適用することにより、

ADCの入力の負荷を増大させることなく、分解能を 1bit

増やすことが可能となる。

3 シミュレーション結果
シミュレーションを行い、コンパレータのノイズ及び

オフセットが比較補間点に与える影響を評価した。コン
パレータにはダブル・テイル・ラッチ型 [1]を使用し、オ
フセットの補正には容量キャリブレーション [2]を用い
た。オフセットの評価にはモンテカルロ・シミュレーショ
ンを 1000回行った。
その結果は表 1となり、補間比較点のノイズ及びオフ

セットは、コンパレータ自身の比較点と比較し、ほぼ同
等または良好な特性となることを確認した。

4 まとめ
ダイナミックコンパレータの出力遅延を利用した補間

方法を提案し、コンパレータ同等のノイズ及びオフセッ
ト特性を持ちつつ、わずかな回路の追加によって実現す
るため、FLASH ADCの高分解能化において有用であ
ることを確認した。
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図 1 ダイナミックコンパレータの遅延時間
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図 2 新たな比較点の生成
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図 3 出力遅延比較回路

表 1 補間比較点のノイズとオフセットばらつき

∆Vref[mV] ノイズ [µV] オフセット [mV]

コンパレータ — σ = 509 σ = 1.436

10 σ = 382 σ = 1.609

補間比較点 5 σ = 362 σ = 1.385

2.5 σ = 349 σ = 1.375
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